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朝来市教職員用

いじめ対応マニュアル

	いじめは、命や人権に関わる問題であり、絶対に許されることではないことは、教育関係者のみならず、すべての人が分かっているはずです。私たち、教育に携わる者として改めてこの問題の重要性を認識し、すべての児童生徒が互いに命と人権を大切にし、生き生きとした学校生活を送れるよう力を尽くさねばなりません。朝来市内の児童生徒が絶対に被害者にも加害者にもなることのないよう、教職員一人一人が大きな責任を負っていることを今一度確認し、積極的な活動をしていただくことを願っています。


１　いじめとは
◎　当該児童生徒が、一定の人間関係のある者から、心理的・物理的な攻撃を受けたこ
とにより、精神的な苦痛を感じているもの。なお、起こった場所は、学校の内外を問わ
ない。

（注１）「一定の人間関係のある者」とは、例えば、同じ学校・学級や部活動の者、当該
児童生徒が関わっている仲間や集団（グループ）などなんらかの人間関係のあ
る者を指す。
（注２）「攻撃」とは、「仲間はずれ」や「集団による無視」など直接的にかかわるもの
ではないが、心理的な圧迫などで相手に苦痛を与えるものも含む。

（注３）「物理的な攻撃」とは、身体的な攻撃のほか、金品をたかられたり、隠されたり
することなどを意味する。
※  被害者の視点で見ることが大切。被害者に原因を求めない。
《いじめの例》
　　　・冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、いやなことを言われる。

　　　・仲間はずれ、集団による無視をされる。

　　　・軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする。

　　　・金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする。

　　　・いやなことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする。

　　　・パソコンや携帯電話で、誹謗中傷やいやなことをされる。　

　　　・失敗をしたときに、きつい言葉で非難される。

２　いじめの起こらない学校・学級作りを実現する

◎　教育活動全体を通じて、命や人権を大切にする心を育てる。

◎　自分がかけがえのない存在であることを実感させる。
◎　様々な集団をとおして、多様なものの見方や考え方を身につけさせると共に、
自他の個性を受け入れる寛容な心を育てる。

※　いじめを「しない」「させない」「見過ごさない」子どもを育てることが大切
（１） 教職員が指導力を発揮できる学校づくり

　　①　教職員が互いに悩みを打ち明け、相談しやすい環境をつくり、心の通いあう教職
員の仲間づくりを推進する。教職員が一人で抱え込まない風土を醸成する。
　　②　生徒指導や人権教育の校内委員会など、校内組織が一体となって有効に機能し、
対応できる校内体制を構築する。

　　③　心の内面を多面的・総合的に理解するため、カウンセラーや保護者と連携し、長
期的・継続的な視野に立った教育相談の充実に努める。

（２） 豊かな心を育てる教育活動

　　①　すべての教育活動を通して、命や人権を大切にする心を育てるとともに、その判
断に基づき行動することのすばらしさを理解させる。道徳教育をさらに充実させる。

　　②　日々の教科指導や学級指導の場で、班活動等を取り入れながら、子どもが自主的
・実用的に活動できるよう工夫する。

（３） 豊かな人間関係を築く学級づくり

　　①　子どもがとる行動の背景や原因にも目を向け、子どもの思いを理解した上で、自
尊心や自己肯定感がもてるように指導する。その子その子の「よさ」をみつけ「ほ
めること」「認めること」を心がける。
　　②　表面的な行動のみにとらわれて、一方的に注意や叱責するだけでなく、子どもの
話をじっくりと聞き、その思いをしっかりと受け止め、アドバイスをする。

３　いじめの早期発見に努める
◎　日ごろから、教職員と児童生徒の好ましい人間関係の構築に努める。

◎　いじめは教職員や大人には気づきにくいところで行われることが多く、発見されにくいものであることを認識し、子どもの小さな変化を敏感に察知し、絶対に見逃さない。　
◎　教育相談やアンケート調査等、いじめ発見のための具体的な取組みを毎月実施する。　
　　　　　※ いじめの兆候を見逃さないことと、積極的な情報収集が大切
　　
（１） いじめ発見のためのチェックポイント
　　○　遅刻や欠席が増える。
　　○　保健室へよく行くようになる。

　　○　一人でいることが多い。

　　○　下を見て、目線を合わせようとしない。

　　○　忘れ物が増えたり、成績が下がってくる。

　　○　友達に悪口を言われても、言い返さないで、愛想笑いをする。

　　○　発言すると、友達から冷やかされたり、皮肉を言われたりする。

　　○　グループに分けると孤立しがちになる。

　　○　教職員の近くにいたがる。

　　○　盛り付けや配膳をするといやがられる。

　　○　おかずをわざと多く盛り付けるなど、食べ物にいたずらをされる。
　　○　いつも皆のいやがるような仕事をさせられる。

　　○　持ち物を壊されたり、隠されたりする。

　　○　持ち物や机・ロッカーなどに落書きをされる。

　　○　不必要なお金を持ったり、友達におごったりする。

　　　　

（２）　いじめの実態把握の方法

　　①　アンケートなど生活状況調査をして、学級や児童生徒の実態を把握する。

　　②　教育相談など個人面談をして、状況を把握する。

　　③　日常観察や日記を通して、日ごろの様子を知る。

　　④　心理テストなどを通して、その子の内面を知る。
４　いじめに対し、必ず早期に対応する　
　
◎　「いじめ」または「いじめの疑い」の情報をキャッチしたら、直ぐに関係者で情報を共有する。

◎　「いじめを受けている子」「いじめを受けている子の保護者」の話をじっくりと聞　

き、その気持ちに十分に寄り添う。

◎　いじめ解消のあと、必ず学校・学級の課題を点検し、絶対に再発されない体制を学校全体で構築する。

　　　※　担任一人で抱え込まず、すぐに、組織で対応することが大切
（１） いじめへの対応の基本的な流れ

①　正確な実態把握

　　　・関係児童生徒から、同時に、個別に聞き取る。（複数の教師が組織的に対応）

　　　・周りの児童生徒からも十分に聞き取りをし、全体像を把握する。

②　指導体制と指導方針の協議、決定

　　　・管理職を中心に、全教職員の共通理解を図る。

　　　・それぞれの教師の役割を決定する。（多くの人数が必要な場合は学年の教師だけで
なく、他学年の教師も指導に入る。）

　　　・教育委員会、関係機関との連携を図る。

③　児童生徒及び保護者への指導、支援
　　　・いじめを受けた子どもの心配や不安を取り除く。

　　　・いじめを受けた子どもの保護者の気持ちを十分に考慮して、じっくりと話し合う。

　　　・いじめをした子どもや周りの子どもたちに、相手の心の痛みを十分に理解させ、
反省と謝罪の気持ちをもたせる。

　　　・いじめをした子どもの保護者に十分な説明をし、子どもへの指導の協力を求める。

④　継続的な事後対応

　　　・表面的な問題解決で終わらないように、いじめをした子、受けた子、周りの子な
どへの継続的な指導や支援を組織的に行う。

　　　・スクールカウンセラーなどを活用し、関係児童生徒の心のケアに当たる。

　　　・いじめが起こらない学校、学級づくりを実現する。

（２）　いじめ問題に対する教職員の基本的認識

　　①　「いじめはどこでも起こりうる問題である」と捉えて、日々の教育活動を実践す
る。その上で、いじめを起こさない学校、学級づくりに最大限の努力をはらう。

　　②　いじめは絶対に許されない行為であると理解し、教職員が責任をもってその発見、
解決にむけ尽力する。
　　③　いじめを受けた子どもやその保護者の気持ちに寄り添い、ていねいに対処する。

　　④　いじめの未然防止や事後指導については、根気強く継続的に対応する。

　　⑤　いじめを見つけたら、担任が一人で抱え込まず、教職員が組織的に対応する。

　　⑥　「いじめ」と「けんか」「ふざけ」を混同しない。

　　⑦　「けんか」や「ふざけ」として見逃さない。

